
シ
ベ
リ
ア
を
東
奔
西
走
し
た

一
軍
医
の
青
春
　 石

川
県
　
宮
村
利
雄
　 

昭
和
二
十
年
春
、
日
制
金
沢
医
大
を
出
た
私
が
見
習
士
官
と

し
て
赴
任
し
た
の
は
、
朝
鮮
平
壌
の
第
二
陸
軍
病
院
で
あ
っ
た
。

「
若
い
者
が
来
た
」
と
古
参
軍
医
連
は
大
喜
び
。
超
満
員
の

患
者
で
、
当
直
の
夜
な
ど
寝
る
間
も
な
か
っ
た
が
、
充
実
し
た

日
々
で
あ
っ
た
。

間
も
な
く
近
く
の
砲
兵
連
隊
付
と
な
っ
た
が
、
重
火
器
部
隊

と
は
名
ば
か
り
で
、
お
粗
末
な
山
砲
が
数
門
あ
る
だ
け
で
あ
っ

た
。八

月
十
五
日
、
玉
音
放
送
を
聴
い
て
意
気
消
沈
。
九
月
二
日

に
は
ソ
連
軍
が
や
っ
て
き
て
、
将
校
は
屋
根
だ
け
の
周
り
に
囲

い
の
な
い
建
物
で
山
中
に
隔
離
さ
れ
た
。
興
南
か
ら
船
に
乗
せ

ら
れ
、
十
一
月
二
日
に
上
陸
し
た
所
は
、
ソ
連
領
沿
海
州
の
最

南
端
ク
ラ
ス
キ
ノ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
五
百
人
ほ
ど
も
収
容

で
き
る
緑
色
の
大
テ
ン
ト
が
数
個
並
び
、
米
国
製
の
新
品
と
分

か
っ
た
が
、
付
近
を
走
り
回
る
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
も
ア
メ
リ
カ
製

で
、
米
国
の
強
大
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

十
一
月
末
か
ら
千
名
単
位
の
大
隊
に
編
成
さ
れ
た
日
本
人
の

貨
車
輸
送
が
始
ま
り
、
私
も
衛
生
部
員
八
名
だ
け
の
一
車
両
に

入
れ
ら
れ
て
、
一
カ
月
の
旅
路
に
つ
い
た
。
毎
日
、
他
の
貨
車

を
見
回
っ
て
患
者
の
有
無
を
調
べ
た
が
、
時
々
ソ
連
の
軍
医
か

ら
パ
ン
の
特
配
が
あ
っ
て
羨
ま
し
が
ら
れ
た
。

ウ
ラ
ル
山
脈
を
越
え
た
の
は
十
二
月
十
七
日
、
目
的
地
の
タ

ン
ボ
フ
に
は
二
十
四
日
着
。
郊
外
の
ラ
ー
ダ
の
半
地
下
営
舎
に

収
容
さ
れ
て
初
め
て
武
装
解
除
を
受
け
た
。
こ
こ
に
は
日
本
人

が
四
千
人
以
上
、
ド
イ
ツ
人
が
四
、
五
百
、
そ
の
他
数
カ
国
の

国
の
人
が
お
り
、
正
に
国
際
ラ
ー
ゲ
ル
の
観
が
あ
っ
た
。
思
わ

ぬ
所
で
ド
イ
ツ
語
が
役
に
立
ち
、

和
や
か
な
親
善
の
一
時
も
あ
っ

た
。極

東
や
シ
ベ
リ
ア
地
区
の
日
本
人
が
一
冬
で
死
亡
者
が
多
発

し
た
と
い
う
の
で
、
翌
二
十
一
年
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
命
令
で

援
助
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
六
十
名
の
衛
生
部
員
が
三
班
に

分
か
れ
、
特
別
待
遇
の
寝
台
車
で
旅
を
し
た
と
い
う
例
は
他
に



な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

極
東
の
中
心
地
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
着
い
て
軍
医
は
各
地
に
ば

ら
ま
か
れ
、
私
は
第
二
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
要
地
、
コ
ム
ソ
モ
リ

ス
ク
か
ら
東
方
、
樺
太
方
面
に
向
か
う
ム
リ
ー
地
区
の
僻
地
、

コ
ス
ク
ラ
ン
ボ
に
着
い
た
。
初
め
は
鉄
道
工
事
の
大
隊
の
中
隊

長
を
さ
せ
ら
れ
、
九
月
二
日
、
同
地
の
三
〇
九
九
病
院
に
移
っ

た
が
、
朝
起
き
て
み
る
と
も
う
白
一
色
の
雪
景
色
で
あ
っ
た
。

伝
染
病
棟
を
担
当
し
た
が
、
続
々
入
院
し
て
く
る
下
痢
患
者

の
た
め
に
懸
命
に
働
い
た
。
ソ
連
側
の
女
医
が
長
期
休
暇
で
留

守
の
間
は
、
二
百
数
十
名
の
患
者
を
抱
え
て
食
事
時
間
も
惜
し

い
毎
日
で
あ
っ
た
。

肝
心
の
薬
は
、
満
州
か
ら
略
奪
し
て
き
た
日
本
の
も
の
が
主

だ
っ
た
が
、
黒
龍
江
沿
岸
に
多
い
と
さ
れ
た
「
ア
ミ
ー
バ
赤
痢
」

に
は
特
効
薬
が
な
く
、
血
便
の
患
者
を
浣
腸
し
な
が
ら
、
ソ
連

製
の
「
デ
ィ
ス
ル
フ
ァ
ン
」
と
い
う
薬
を
用
い
て
、
一
週
間
ほ

ど
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
経
過
を
見
守
っ
て
い
た
こ
と
を
今
思

い
起
こ
す
。

こ
の
他
の
伝
染
病
に
は
腸
チ
フ
ス
や
流
行
性
出
血
熱
、
森
林

ダ
ニ
脳
炎
が
あ
っ
た
が
、
幸
い
大
学
時
代
、
病
理
の
石
川
教
授

の
講
義
を
聴
い
て
い
た
の
で
、
処
置
に
つ
い
て
は
他
の
軍
医
よ

り
的
確
に
で
き
、
ソ
連
の
院
長
か
ら
「
よ
く
や
っ
た
」
と
褒
め

ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

死
亡
者
の
解
剖
に
は
日
ソ
の
医
師
が
立
ち
会
っ
た
が
、
結
果

は
病
歴
と
共
に
必
ず
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
本
部
に
送
ら
れ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
ソ
連
側
の
死
者
の
発
表
が
、
い

つ
も
い
い
加
減
な
数
字
で
あ
る
の
は
納
得
が
い
か
な
い
。
遺
体

は
手
厚
く
土
葬
に
さ
れ
、
墓
標
に
日
本
語
で
は
っ
き
り
書
い
て

お
い
た
の
だ
が
、
い
ま
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
数
百
に
及
ぶ
墓
標
が
建
つ
小
丘
の
情
景
は
、
今
も
私

の
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。

死
者
の
一
人
に
私
と
同
郷
の
金
沢
出
身
者
が
い
た
。
二
十
三

年
六
月
二
十
一
日
、
舞
鶴
に
復
員
し
て
間
も
な
く
、
そ
の
方
の

家
を
訪
ね
、
詳
細
に
報
告
し
て
、
御
冥
福
を
祈
っ
た
次
第
で
あ

る
。




